
 

 

 

 

奈良県感染症発生動向調査事業報告 



平成２８年 内科・小児科感染症の概要 

１． 平成２８年の流行状況 

＜全国＞今年は大流行といえるような疾病はなかったが、昨年に比べて報告の多かっ

たのはインフルエンザ、感染性胃腸炎、百日咳、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎で

あった。昨年に大流行した手足口病は著しく減少し、昨年定点当たり 121.33であった

報告が今年は 21.88と著明に減少した。また、伝染性紅斑も 31.31の報告が今年は 16.30

と少なかった。 

＜奈良県＞今年流行した疾病は流行性耳下腺炎であった。流行性耳下腺炎は過去 20年

間では平成 10 年、13 年、14年に流行が見られたが、今年は定点当たり 76.02 と最も

多い報告数であった。また、昨年より多かった疾病は RSウイルス感染症と手足口病を

除いてすべての疾病であった。昨年は全国平均を上回っていたのが RSウイルス感染症

と手足口病であったことを見れば全く逆の現象が見られた。 

２． 奈良県の近隣府県（三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県）の状況 

奈良県の平野地区は交通が大変便利であり人の移動が激しい一方感染症の流行も影

響を受けやすいと考えられる。今年奈良県で全国平均より多かった疾病を近隣府県か

ら見てみると、RSウイルス感染症は大阪府が 42.70と流行していたのに次いで奈良県

の 38.97と多かった。咽頭結膜熱は大阪府 26.12、三重県が 25.16と多く、次いで奈良

県の 22.82 であった。伝染性紅斑は三重県 32.47 と和歌山県 26.48 に次いで奈良県が

25.06であった。突発性発疹は奈良県が 26.62と他府県に比べると一番多く、流行性耳

下腺炎も奈良県 76.00 から特に大阪府 72.48 と和歌山県 62.61 に移動していったよう

に見受けられた。 

３． 地区別・疾病別報告数の定点当たりでの検討 

 地区別で報告数の多い疾病を見てみると、奈良市保健所は水痘、伝染性紅斑、突発

性発疹、百日咳が、中和保健所東部地区では流行性耳下腺炎が中和保健所西部地区で

はインフルエンザ、RS ウイルス感染症、咽頭結膜熱、A 群溶連菌咽頭炎、感染性胃腸

炎、手足口病、ヘルパンギーナが他の保健所より多発していた。奈良県の総平均より

多い報告数を保健所別で見てみると、奈良市保健所では前述の疾病以外に手足口病、

流行性耳下腺炎が、郡山保健所では咽頭結膜熱と伝染性紅斑が、中和保健所東部地区

では感染性胃腸炎、突発性発疹、ヘルパンギーナが、中和保健所西部地区では水痘、

突発性発疹がそれぞれ奈良県の総計定点当たりを上回っていた。内吉野保健所と吉野

保健所は特に多発した疾病はなかった。 

４． 年齢別報告数（10歳以上は 1歳平均）と月別の発生状況 

インフルエンザは 6歳から 14歳の学童期が 1歳平均 15.18と最も多発していた。

インフルエンザの全体での最多は 2月で 7477件の報告があり、次いで 3月の 5880件

であった。RSウイルス感染症は 0歳の乳児期が 12.94と多発し、月別では 9月から 12
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月にかけて多かった。そのほか乳児期で多いのは突発性発疹と百日咳であった。突発

性発疹は定点当たり 9.97 であり、百日咳は 0.09 であった。その他の疾病はすべて 1

歳から5歳までの幼児期が最も多く、咽頭結膜熱は1歳平均で定点当たり3.48であり、

5～6月に多発していた。A群溶連菌咽頭炎は 8.66で 6月をピークにして 1月から 7月

まで多発していた。感染性胃腸炎は 37.84 で 11 月から 12 月にわたり流行していた。

水痘は 1.43で 12月に最も報告が多かった。手足口病は 1.94と少なく、10月から 12

月にかけては多かった。伝染性紅斑は 2.98 で 1 月と 6～7 月に多く見られた。ヘルパ

ンギーナは 5.39で 6月から 9月にかけて集中して多発していた。流行性耳下腺炎は今

年は多く 7.26で 9月が最も多い報告であったが 1年間を通して毎月発生していた。 

足立 豊彦 記 
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インフルエンザ定点分

（小児科定点・内科定点） 



1.インフルエンザ
図 1-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 1-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 1-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 1-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 1-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 1-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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奈良県の全報告数は16,542例、定点当たりの報告数は306.33（全国

平均；354.69）であり、例年通り全国平均よりは少ないものの、昨年よ

り倍増した。

保健所別の定点あたりの報告数は、最多が中和(西)保健所の

419.05、次いで奈良市保健所の285.28であった。

平成28年のインフルエンザは、流行の始まりが例年より遅く、1月に入

り流行が認められた。月別の定点当たりの報告数では、2月が138.46

と最多で、3月108.89、4月10.15と終息した。

年齢別報告数では、6歳が1289例と最多で、5～7歳の児童に多く分布

した。

1月から2月にかけてA型2種、B型2種類と4種類のウイルスが同時期

に混在して検出されたが、その中でもAH1pdm09が多くを占め、薬剤

耐性試験については38例のAH1pdm09を対象に実施し、1例の耐性株

（H275Y変異株）が確認された。

また、B型については山形系統とビクトリア系統が2:1の割合で、過去5

シーズン続けて山形系統が多く検出された。

(山本 圭一 記)
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小児科定点分 



2.RSウイルス感染症
図 2-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 2-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 2-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 2-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 2-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 2-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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奈良県の全報告数は1,325例、定点あたりの報告数は38.97（全国平

均；33.17）であり、過去10年間で2番目に多く、平成23年より右肩上が

りに増加していたのが減少に転じた。

保健所別の定点あたりの報告数は、最多が中和(西)保健所の88.29、

次いで中和(東)保健所の51.14であった。

月別報告数では、例年8月より12月にかけて徐々に報告数が増加す

るのだが、平成28年は8月に増え始め、9月に激増し12月まで同じ水

準で推移した。

年齢別報告数では、0～5歳児が全体の99.2%を占め、その中でも0歳

と1歳児が特に多かった。

(山本 圭一 記)
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3.咽頭結膜熱
図 3-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 3-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 3-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 3-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 3-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 3-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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奈良県の全報告数は776例、定点あたりの報告数は22.82（全国平均；

21.39）で例年全国平均と同程度であり、過去10年間では定点あたり

10～30の間を推移している。

保健所別の定点あたりの報告数では、最多が中和(西)保健所の

32.36、次いで郡山保健所の28.04であった。

月別の定点あたりの報告数では、例年5月から8月にかけての報告数

が多いが、平成28

年は5月から6月に多く、7月から8月には少なかった。

年齢別報告数では、0～5歳児が全体の86.7%を占め、その中でも1歳

児が特に多かった。

検体の搬入は1例で、アデノウイルス2型が検出された。

(山本 圭一 記)
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4.Ａ群溶連菌咽頭炎
図 4-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 4-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 4-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 4-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 4-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 4-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は2,833例，定点当たりの報告数は

83.32（全国平均；112.89）で，昨年は急増したものの平成28年はほぼ

横ばい状態で，全国平均より下回っていた。過去10年間の定点当たり

の報告数でみると，例年ほぼ30〜40台で推移していたが，平成28年

は昨年（81.94）を若干上回り，過去10年間で最高となった。都道府県

別に定点当たりの報告数をみても，奈良県は全国順位34位と，過去

10年間で最も高くなった。

  保健所別に定点当たりの報告数をみると，例年は突出して報告数

が多い保健所を認めなかったが，平成28年は，中和保健所（西）が

238.38と突出し他保健所の4〜6倍となっていた。次いで，吉野保健

所；65.00と多く，郡山保健所，奈良市保健所が，順に57.48， 52.84と

ほぼ同程度で，中和保健所（東）；32.00と続き，内吉野保健所が10.00

と例年通り最少だった。

  月別・週別に定点当たりの過去10年間の平均報告数をみると，5

月（6.27→7.39）を除くすべての月において，軒並み例年のほぼ2倍の

報告数に達していた。特に，２月（9.09）〜3月（9.00），6月（11.21）と12

月（8.53）の報告数が多かった。週数でみると，第4週〜第9週，第20

週〜第25週，第49週以降の報告数は著しく増加し，2.00台を上回って

いた。

  年齢別での実報告数をみると，4歳（364例）〜5歳（371例）をピーク

にほぼ一峰性の分布が認められ，また，幼児期層から小学校低学年

層に当たる1歳〜9歳の年代で2.463例報告されており，全体の86.9％

を占めていた。

(村井 孝行 記)
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5.感染性胃腸炎
図 5-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 5-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 5-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 5-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 5-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 5-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は11,653例，定点当たりの報告数は

342.74（全国平均；347.66）だった。過去10年間の定点当たりの報告数で

みると，例年は200台をほぼ推移していたが（平成22年；315.34を除く），

平成28年は、平成22年；315.34を上回り，過去10年間で最高となった。都

道府県別に定点当たりの報告数をみても，奈良県は全国順位26位と，過

去10年間で最も高くなった。

 保健所別に定点当たりの報告数をみると，平成28年は，中和保健所

（西）；578.50と突出し，次いで中和保健所（東）；353.14と多く，2保健所が

ほぼ同数で郡山保健所；295.81，奈良市保健所；276.79と続き，内吉野保

健所；184.00，吉野保健所；143.50だった。奈良県全体としてみてみると，

中部＞北部＞南部と大きく三分された。

 月別・週別に定点当たりの過去10年間の平均報告数をみると，1月〜

10月にかけては，多少の増減はあるもののほぼ例年通りの報告数で

あったが，平成28年は，それ以降の11月と12月の報告数が例年のほぼ2

倍近く報告されており，順に67.94，77.76であった。週数でみると，第42週

（4.00で例年の2倍）頃から増加の兆しがみられ，それ以降報告数が徐々

に増加していき，第45週になると急増して報告数は17.38にも上り，例年

の報告数のほぼ4倍にも達していた。

 年齢別に報告数（実数）をみると， 1歳（1,547例），2歳（1,324例），3歳

（1,199例），4歳（1,267例），5歳（1,096例）と，やはり乳幼児期層で全体の

55.2%（6,433例）を占めていた。以降の年代層では，ほぼ右肩下がりに減

少していた。また，20歳以上の成人層において1,241例（10.7%）もが報告さ

れており，その一因として家庭内感染があげられるのではないかと考えら

れた。

 感染性胃腸炎として診断され病原体定点から提出された検体の検出

ウイルスは，19種類だった。ノロウイルスGIIが最も多く検出され，平成28

年は夏季における検出もあり，年間を通して認められた。また，A群ロタ

ウイルスは1月〜6月まで検出が続き，例年に比べ検出のピークが1月と

早かった。年齢別に同ウイルス検出者数をみると，0歳〜3歳までの検出

者数は例年とほぼ同数であったが，4歳以上における検出者数が急増し

ていた。

(村井 孝行 記)
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6.水痘
図 6-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 6-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 6-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 6-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 6-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 6-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は556例，定点当たりの報告数は16.35

（全国平均；19.26）だった。過去10年間の定点当たりの報告数でみる

と，全国的に平成19年以降ほぼ右肩下がりになだらかに減少し，さら

に平成27年からは急減しており，奈良県においてもほぼ同様の傾向

であった。道府県別に過去10年間の定点当たりの報告数をみると，例

年全国順位は40位台を推移して低かったが，平成28年は31位と過去

10年間で最高だった。

 保健所別に定点当たりの報告数をみると，奈良市保健所が，20.83

と最多で，中和保健所（西）；19.38とほぼ同数で，次いで，郡山保健

所；16.27，中和保健所（東）；12.43，吉野保健所；10.00と続き，内吉野

保健所が1.00と最少だった。また，郡山保健所と内吉野保健所の2保

健所が昨年より減少していた。

 月別・週別に定点当たりの過去10年間の平均報告数をみると，9月

（1.09）と10月（1.21）の報告数は例年よりやや少なかったが，この2カ

月を除くすべての月に於いて，例年の報告数の1/4〜1/2程度となっ

ていた。週数でみると，特に，第1週〜第25週にかけての減少が著し

かった。

 年齢別での実数報告数をみると1歳（39例）と5歳（82例）をピークに

した二峰性にほぼ近い分布が認められ，4歳〜7歳における年代で

283例の報告があり，全体の50.9%を占めていた。

(村井 孝行 記)
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7.手足口病
図 7-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 7-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 7-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 7-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 7-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数
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図 7-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は410例、定点当たりの報告数は12.06

（全国平均21.92）で、流行年に当たった27年（全報告数4，274）の1割

にも満たない。全国的にみても28年は前年の1割程度で、都道府県別

の定点当たり報告数では奈良県は35位であった。

保健所別の定点当たり報告数では、例年と同様、突出して報告数

が多い保健所は認めなかったが、中和（西）保健所（23.45）のみ全国

平均を上回った。

月別・週別定点当たりの過去10年間の平均との比較では、例年7月

をピークに6月～10月に集中する一峰性分布をなしているが、平成28

年は9月頃から漸増し、11月がピークとなっている。週別では34週頃

から漸増、44週がピークとなっている。

年齢別の実報告数をみると0歳～3歳で全体の80％弱、6歳までの

小学校就学前で全体の95% と、年齢分布は例年と変わりなかった。

平成28年は検出されたウイルスも8株で少なく、原因ウイルスはコク

サッキーA群16型が3株、それ以外はライノウイルスであった。

（水野 文子 記）
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8.伝染性紅斑
図 8-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 8-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 8-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 8-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 8-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 8-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は852例、定点当たりの報告数は25.06

（全国平均16.3）だった。過去10年間の定点当たりの報告数を見ると3

～4年間隔の流行周期を認め、平成27年は流行期に当たっていた

が、28年はさらに増加、全国平均も上回り、都道府県別定点当たりで

は、14位（27年38位）であった。

保健所別定点当たり報告数では、例年通り奈良市保健所が最多

（46.75）で27年のほぼ倍、以下郡山（29.34）、中和（東）（18.57）、中和

（西）（8.64）と続いた。

月別・週別に定点当たりの過去10年の平均報告数と比べると、28

年1月（4.41）は6月（4．56）とほぼ同数で、27年12月のピークの続きと

考えられたが、28年は例年通り6月をピークに10月以降は激減してい

た（0.5≧）。

年齢別の実報告数をみると、前年に引き続き1歳～10歳までの年

代に幅広く一峰性の分布が認められ、6歳までの就学前の年代で全

体の70％強を占めた。成人の報告数も例年通り一定数みられる。

（水野 文子 記）
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9.突発性発しん
図 9-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 9-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 9-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 9-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 9-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 9-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は905例、定点当たりの報告数は26.62

（全国平均24.17）であった。過去10年回の定点当たりの報告数をみる

と、全国平均は減少傾向だが、奈良県は平成25年以降増加傾向にあ

り、28年は全国平均を上回り、都道府県別でも前年の33位から16位と

なった。

保健所別定点当たりの報告数では、奈良市保健所、郡山、中和

（東）は例年通り多いが、中和（西）は27年（11.14）の約3倍に増加

（32.5）、内吉野（3.0）は前年（32.0）の1割にとどまった。

月別・週別に定点当たりの過去10年の平均報告数をみると、夏期

から初秋にかけて多い傾向にあるが、28年は4月から9月にかけて多

めであった。

年齢別での実数報告数は、例年と同様0歳（339例）と1歳（454例）で

全体の90％弱を占めており、2歳（85例）を加えると97％を占める。

（水野 文子記）
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10.百日咳
図 10-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 10-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 10-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 10-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 10-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 10-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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H28の奈良県の報告数は14人(定点当たり0.41)であった。

【図10-1】最多の週はH21の第26週(0.20)(7人)であった。直近の過去5

年間での最多の週はH28の第1週(0.09)(3人)であった。

【図10-2】全国、奈良県ともに最少であったH25から3年連続の増加で

あった。奈良県の順位はH27(38位)からH28(39位)の推移であった。

【図10-3】H28は、①奈良(1.54)、②中和(東)(0.14)で、他はすべて0.00

であった。また、同一保健所での5年間の推移では、奈良がH28に最

多となり、内吉野は5年連続0.00であった。

【図10-4】最多の月は、10年平均が6月(0.09)で、H28も6月(0.12)(4人)

であった。

【図10-5】最多の週は、10年平均が第23、26週(0.03)で、H28が第1週

(0.09)(3人)であった。

【図10-6】最多は0歳(3人)であった。10歳以上の年齢階級別では10-

14歳(2人)、20-29歳(3人)であった。

(柳生 善彦 記)
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11.ヘルパンギーナ
図 11-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 11-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 11-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 11-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 11-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 11-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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H28の奈良県の報告数は1,092人(定点当たり32.12)であった。

【図11-1】各年の最多の週は、H26の第29週(6.24)(213人)、次いでH22

の第27週(5.40)(189人)であった。

【図11-2】H27の全国(31.61)、奈良県(20.15)(38位)から、H28の全国

(39.93)、奈良県(32.12)(30位)への推移であった。

【図11-3】H28は①中和(西)(52.48)、②中和(東)(32.86)、③吉野

(29.50)、④郡山(28.42)、⑤奈良(24.25)、⑥内吉野(14.00)であった。ま

た、同一保健所での推移では内吉野以外はすべてH27に比べH28が

増加で、特に中和(西)と吉野は5年間での最多であった。

【図11-4】最多の月は、10年平均が7月(11.95)で、H28も7月

(14.50)(493人)であった。

【図11-5】最多の週は、10年平均が第29週(3.09)で、H28が第27週

(4.97)(169人)であった。

【図11-6】0歳が88人。１歳が298人で最多で、以下9歳(12人)まで年齢

が高くなると共に漸減傾向であった。また、年齢階級別報告数は10-

14歳(9人)、15-19歳(3人)、20-29歳(1人)であった。

なお、ウイルスの検出状況は、2016(H28)は主に南部の医療機関から

検体の提出があり、原因ウイルスとしてコクサッキーA群４型3株およ

び10型を1株検出した。

(柳生 善彦 記)
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12.流行性耳下腺炎
図 12-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 12-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 12-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 12-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 12-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 12-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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H28の奈良県の報告数は2,584人(定点当たり76.00)であった。

【図12-1】最多の週は、H28の第13週(2.74)(93人)であった。

【図12-2】奈良県はH28(76.00)(9位)と最多及び最高であった。

【図12-3】H28は①中和(東)(92.00)、②郡山(79.79)、③奈良(73.68)、④ 

吉野(66.50)、⑤中和(西)(65.40)、⑥内吉野(35.00)であった。また、同

一保健所での推移では、全てH28が5年間での最多となった。

【図12-4】最多の月は、10年平均が6月(2.21)で、H28が9月(8.47)(288

人)であった。

【図12-5】10年平均は最多が第53週(0.58)、最少が第44週(0.27)であっ

た。H28は最多が第13週(2.74)(93人)、最少が第3週(0.24)(8人)であっ

た。

【図12-6】0歳(9人)から最多の5歳(402人)までは漸増、5歳から9歳

(179人)までは漸減であった。また、年齢階級別報告数は10-14歳(233

人)、15-19歳(24人)、20-29歳(51人)であった。

なお、ウイルスの検出状況は、流行性耳下腺炎を疑う検体は7例搬入

され、4例からムンプスウイルスを検出した。いずれも髄液からのウイ

ルス検出であった。また、流行に伴い、無菌性髄膜炎患者の髄液から

のムンプスウイルスの検出が８例あった。 (柳生 善彦 記)
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13.急性出血性結膜炎
図 13-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 13-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 13-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 13-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 13-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 13-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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県内定点全体では4例の報告があり、13,24,31,41週に各1例報告さ

れた。奈良2例中和西、中和東各1例で全例成人であった。全国順位

は23位で定点あたりの報告数は全国平均よりやや少なかった。

(平井 宏明 記)
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14.流行性角結膜炎
図 14-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 14-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 14-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 14-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 14-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 14-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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県内定点全体では339例の報告があった。前年の2.4倍と急増し、

全国と比較すると、全国平均なみの発生となった。順位も18位と例年

の34位前後から上昇した。時期的には33週から50週にかけて多く見

られた。定点あたりでは中和東が他の定点の倍と特に多く、奈良、中

和西、郡山がその1/2で続いた。年齢的には20歳未満は29%にとどま

り、成人の報告が大部分を占めた。30歳代が24%と多く20歳代40歳代

がそれぞれ10%を占めた。1から4歳に若年者のピークがあったことか

ら、子供からその両親、家族へと広がった可能性が示唆された。

(平井 宏明 記)
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15.細菌性髄膜炎
図 15-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 15-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 15-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 15-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 15-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 15-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年の全報告数は17例で、定点あたりの報告数は2.8であっ

た。奈良県はこれまでも報告数の多い県であったが、28年はこれまで

で最も報告数が多く、全国順位も2位となってしまった。季節的な差は

みられなかった。かつて本邦における細菌性髄膜炎は5歳未満の報

告が多く、全体の約半数を占めていたが、28年の奈良県では5歳未満

の報告は30%未満であり、Hibワクチン、肺炎球菌ワクチンの普及によ

ると考えられる一方で、全年齢では総数を減少させる余地が残されて

いると推察される。

(矢野 寿一 記)
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16.無菌性髄膜炎
図 16-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 16-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 16-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 16-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 16-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 16-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年の全報告数は14例、定点あたりの報告数は2.3で、平成23

年から27年までは改善傾向にあったが、28年は報告数が増加し、全

国順位も若干上がってしまった。年齢層が幼児および学童期が中心

であり、夏季に報告数が多いことから、奈良県で夏季に多く分離され

たエンテロウイルス属などによる無菌性髄膜炎と推測される。またム

ンプスウイルスによる無菌髄膜炎も見られているようである。29年は

手足口病が流行しており、起因病原体の一つであるエンテロウイルス

71やコクサッキーウイルスによる無菌性髄膜炎の増加が懸念される。

(矢野 寿一 記)
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17.マイコプラズマ肺炎
図 17-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 17-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 17-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 17-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 17-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 17-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は322例、定点あたりの報告数は53.6

で、平成27年における全報告数135例、定点あたりの報告数22.5と比

較すると大きく増加した。全国順位は26年まで40位台であったが、27

年21位、28年12位と大きく上昇している。2016年は全国的にマイコプ

ラズマ肺炎が大流行した年であった。奈良県もその影響を大きく受け

ているが、全国順位が大きく上昇した理由は明らかではない。

(矢野 寿一 記)
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18.クラミジア肺炎
図 18-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 18-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 18-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 18-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 18-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

20

図 18-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成24〜26年は クラミジア肺炎の報告はみられなかったが、27年

に1例、28年にも1例の報告があった。しかし、低値で推移しているこ

とに変わりないようである。

(矢野 寿一 記)
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19.感染性胃腸炎（ロタウイルス）
図 19-1　過去１０年間の週別定点当たりの報告数の推移 図 19-5　週別報告数（定点当たり）－過去１０年間の平均との比較

図 19-2　過去１０年間の全国と奈良県の定点当たり報告数および奈良県の全国順位 図 19-6　年齢別報告数（実数）

コメント
図 19-3　過去５年間の年次別保健所別定点当たり報告数

図 19-4　月別報告数（定点当たり）－過去10年間の平均との比較
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平成28年における全報告数は99件で、定点あたりの報告数は16.4

であった。全国順位は27年は3位であったが、28年は13位と若干の改

善傾向にあるが、報告数が多いことには変わりないようである。すで

にロタワクチンが接種可能となっているが、本調査のみでは奈良県に

おける接種状況は明らかではないが、接種率のさらなる上昇が望ま

れる。任意接種ということもあり、行政的な対応も必要であろう。

(矢野 寿一 記)
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